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3 一 Ⅰ 基本分類表 

3-2  疾病分類表 ( 大分類、 中分類、 小分類 ) 
3-3  死因分類表 
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第 「国社会保障審議会統計分科会 

疾病、 傷害及び死因分類部会 

平成 17 年， 月 13 日 (*) 

14 時 30 分から 16 時 30 分 

共用第 7 会議室 

高義 草 次 第 

O  丑亡 ニ我 事 

「．部会長の 選出 

2. 世界保健機関勧告による ICD 一 「 0(2003 年版 ) の日本への適用について 

3. その他 

( 配布資料 ) 

資料「疾病、 傷害および死因統計分類提要 第 1 春総論変更内容 ( 案 ) 

資料 2 疾病、 傷害および死因統計分類提要第 2 巻内容例示変更内容 ( 案 ) 

資料 3 疾病、 傷害および死因統計分類提要第 3 巻索引変更内容 ( 案 )( 一部抜粋 ) 

資料 4 我が国への適用に 当たっての留意点について 

資料 5 提要第 2 巻内容例示、 葦 別担当委員 ( 案 ) 

資料 6 疾病、 傷害及び死因の 統計分類の告示表現の 改正について ( 案 ) 

参考資料 1 「疾病、 傷害及び死因分類部会」の 設置について 

参考資料 2 世界保健機関勧告による ICD 一 l0(2003 年版 ) の日本への適用に 係る 

諮問 書 

参考資料 3 疾病、 傷害及 び 死因の統計分類 

3 一 1 基本分類表 

3 一 2 疾病分類表 ( 大分類、 中分類、 小分類 ) 

3 一 3 死因分類表 



(- 部抜粋 ) 

疾病、 

援嚢 ボ井 1 

ム 八 女 傷害及び死因統計分類提要 (2003 年版 ) 第 1 春総論 ( 笑 ) 

注 :WHO 勧告文及び日本適用案の 文中における、 追加、 変更等は 、 
エ 線により、 又 削除は取り 哨線 によって示している。 

No   
w H O 勧 告 日本適用 案 

1@3.1.5@ Categories@with@common@characteristics 3.1.5  共通の特徴を 持った分類項目 

C 億 tegonle Ⅰ， 几 m 珪 e メ too れ ie 吉 e Ⅹ 性 により制限される 分類項目 

The’ollowing…ategories‖pply｛nly》o’emales     下記の分類項目は 女性に対してのみ 適用される     

現 た 行 改正の種類 

3.1.5  共通の特徴を 持った分類項目 

性により制限される 分類項目 

下記の分類項目は 女性に対してのみ 適用され 
る : 

A34,B37.3 ‥・ 232-36,239 二 L243.7,.287.5,,297.5   A34,  B37.3 … 232 一 36,  239 二 .  243.7,  287.5,  297.5  A34,  B37.3        232-36,  239,  243.7,  287.5,  適用コートの 修正 
297. 5 

2  4.1..3  International ぬ rm  ofmedica@certiflCateof  4.1.3  死亡診断書の 国際様式 4.1.3  死亡診断書の 国際様式 
cause@of@death 

      Pa れ Iofthe 飴 misfordiseasesrelatedtothe 廿 a 面 ‥この様式の 1 欄は、 直接に死を引き 起こした一連の．，この 様式の 1 欄は、 直接に死を引き 起こした 

unrelated@but@contributory@conditions   of@events@ Ⅰ   ading@direcTy@to@death,@and@Part@II@@@for 事象に関連した はないが寄与した 疾病に対して 病態について 使用され、 使用される。 Ⅱ欄は、 関連一連の事象に Ⅱ欄は、 関連はないが 関連した疾病に 寄与した病態について 対して使用され、 使 
用 される。 

The  medical  practitioner  or  other  qualified  certifier 

should  use  his  or  her  clinical  judgement  in  comoletm   

the@medical@certificate@of@cause@of@death ・ Automated 一 一 一 
the  aCCUraCv  and  USe 伍 lneSSofthereDo 「 tt 

医師及びその 他 ，の 死亡証明者は、 自らの臨床的判断に 
新書か完成させるものとする。 自動システ 

ム には、 この診断書を 導くための一覧またはその 他 ，の な限 指然 し 示的 をに 診 令 ん新 での 脅 レ 汗 Ⅰ 、 て囲 はを ら な なぜなら，これらは 必、 定 し それゆえ報告の 正確さと 
有用性に逆効果を 及ぼすからであ る   
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一   

No   
W H O 勧 告 日本適用 案 

3  4.1.6  Someconslderat[ons on selection  rules 4.1,6  選択ルールについての 留意事項 

Exa 榊タル Ⅰ                                                                                   I  (a) 全身転移 三週間 

(b) Bronchopneumon@   3‥ays (b) 気管支肺炎 旦旦間 

(c) L Ⅲ lgCa Ⅱ。 e で l l   (c) 肺癌 封 
    months 

  
現 た 行 改正の種類 

4,1.6  選択ルールについての 留意事項 

例 5 :  I (a) 全身転移 期間の追加 

(b) 気管支肺炎 期間の追加 

(c) 肺癌 期間の追加 

4  人 は i Ⅰ タ 

ノど Ⅰ ぴ Ⅲ ピメメ比こ ctco れ宙 e ヴひ e れ ce Ⅰ ダクれ wrhe 亡 co れメれプ 0 れ 両 。 
。 睡 ' む " 壁 幽せ ' 。 。 "" め "" ぬぬ哩 。 ' ヒ 剛 
一。 卿ゆ 。 "eof 
ゅ " 虫唾。 雙 ' ぬ睡理ぬ 一極 ' 簿 ' 選 一 ' 画 。 "" 。 埋 。 ' 亜 
SerioUSreS    廿 atorVCond Ⅲ OnS.ComlmIlUniCabIe 

diseases ， and@serious@injuries ． Pneumonia@in@J18.0@and 

J18.2-J18.9 ， J69.0 ， and@J69.8@should@also@be 一 一 
COnditionS iSaVailabIe  斤 Om  theWor.ld  Healtth 

Or    ani ぬ tion   
    

ノン - ソレ 3 ノレーノ ン 3 

他の病態からの 直接影響の推定 他の病態からの 直接影響の推定 

Jl2-.T18 のすべての肺炎は、 免疫機構を弱める 病 熊の 肺炎および気管支肺炎は、 たぶんあ らゆる疾病 現 項目内容の差し 替 
胆直互 影響と考えるべきであ る。 ． 118.0 と n8.2-T18.9 の合併症として 受け入れられる 可能性があ る。 え 
亜 肺炎は、 消耗 病 ( 悪性新生物や 栄養失調症など ) や麻 特に、 気管支肺炎は、 特定の伝染病や 重症の損 
痩の原因となる 疾病 ( 脳出血または 血栓症など ) 、 そし傷と同様に、 消耗性疾患 ( たとえば、 悪性新生 
てまた重度の 呼吸器異常、 伝染病および 重度の覚傷の 物、 栄養失調 ( 症 ) ) や 府庫を生じさせる 疾患   口       元支                 え       べ         で           18.0@    118.2 一 ( たとえ ぱ 、 脳 損傷、 脊髄損傷、 脳出血、 脳血 
J18.9, J69.0 およびⅠ 69.8 の肺炎もまた、 嚥下過程に 栓症 、 ポリオ ) の影響によるものと 考えられ 
影響を及ぼす 病 熊の明白な影響と 考えるべきであ る。 る 。 

一覧は世界保健機関から 入手可能であ る。 
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( 一部抜粋 ) 資料 2 

疾病、 傷害及び死因統計分類提要 (2003 年版 ) 第 2 巻内容例示 ( 案 ) 

注 :WHo 勧告文政 ぴ 日本適用棄の 文中における、 追加、 変更等は 、 
エ銀により、 又 削除は取り消 綜 によって示している。 

  w H o 勧 告 日 本 適 用 案 
  現 

告示改正   
  第 1 章 感染症及び寄生虫症 
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 Use‖dditional…ode・ 

desired 、 to（dentify》he‖ntibiotic》o『hich 

a｜acte Ⅱ     al‖gent　   resi   tant 

A02.2@ ・ @@Localized@sa Ⅰ   onella@infections 

Salmonella     

  arthritis@t(Mo@1.3*) 

， meningitis!@(G01*) 

  osteomyelitis@t@(M90.2*) 

  pneumonia 上 (Jl7,0" Ⅰ 

， renal@tubulo-interstitial@disease@t 

(N16.0*) 

感染症及び寄生虫症 (AOO-Bgg) 

  

                                            の             /   Ⅰ         
る 必   が     甥ム には迫力   コ 一   -    U80. 一 
一 U89.-) を使用する 

感染症及び寄生虫症 (AOO-Bgg) 

A02.2 ヰ 局所的サルモネラ 感染症 

サルモネラ : 

・関節炎上 (M01.3% 

・髄膜炎上 (G0l 杓 

・骨髄炎上 (Mg0 ・ 2 り 

・肺炎上 (J17.0% 

， 腎 尿細管間質性疾患 土 (N16.0% 

A02.2 丁 局所的サルモネラ 感染症 

サルモネラ : 

・関節炎 (M01.3 め 

・髄膜炎 (G0l 杓 

，骨髄炎 (M90.2 め 

・肺炎 (.T17.0 り 

・ 腎 尿細管間質性疾患 (N16.0% 

注意書きの 道 
力 Ⅱ 

剣 印の削除 

剣 印の追加 

剣印 の追加 

剣 印の追加 

剣 印の追加 

剣 印の追加 

 
 

 
 

O
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W H O 勧 告 日 本 適 用 案 
  現 

ノ 一 行 改正の種類 

A04@Other@bacterial@intestinal@infections 

Excludes:@foodbome@intoxications ，       @elsewhere…lassified 

tuberculous@enteritis@(A18.3) 

A04.7@Enterocolitis@due@to@ Clostridium 

瑚免 c ぬ 

Foodbome エ ⅠⅠ toxjcation  by  C Ⅰ oosf 片田 C テ 「 ぴ珂 

difficile 

Pseudomembranous…olitis 

A05@ Other@bacterial@foodborne 
intoxications,@ not@e Ⅰ   ewhere@classified 

A18.1@%f-Tuberculosis@ofgenitourinary 
system 

Tuberculosis@o Ⅰ     

・ bladder@t(N33.0*) 

A04  その他の細菌性腸管感染症 

除外             食中毒、 他，に分類さ 

" 俺 。 
結核性陽刻 A18.3) 

A04.7 クロストリジウムディフィシ レ に よ 
る 全腸炎 

クロストリジウムデイフィシ レ による 食 

" 壷 

肥 "" 
A05  その他の細菌性食中毒， 他 ，に分類され 
" 。 も " 

A18,1 ヰ 尿路性器系の 結核 

結核     

  膀胱 土 (N33.0 幻 

  
・ cervix》・   ・子宮 頸 ( 部 )  土 (N74.0*) 

  
・ kidney　   N29.1*) 

  malegen れ al"0r 色 anst  ひ 51.-") 

， ureter@t(N29.1*) 

・背上 (N29.1 式 

・男性性器 土 (N5l.- 式 

・尿管 土 (N29.1 幻 

A04  その他の細菌性腸管感染症 

除外 : 細菌性 (A05.) 食中毒 

結核性腸炎 (A18.3) 

A04.7 クロストリジウムディフィシ レ に よ 
る 全腸炎 

A05  その他の細菌性食中毒 

A18.1 f  尿路性器系の 結核 

結核 : 

・膀胱 ． (N33.0 め 

・子宮 頸 ( 部 )  (N74.0 り 

・ 腎 (N29. 1*) 

・男性性器 (N5l.- 式 

・尿管 (N29. 1 め 

除外項目の削 
除及び追加 

包含用語の追 
加 

包含用語の追 
加 

項目名の修正 

則印の削除 

カ
 口
口
コ
 

カ
カ
 

逼
迫
 
追
 

の
の
の
 

印
印
印
 

 
 

  
 
 道
道
 

の
の
 

印
印
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資料 3 
( 一部 ヰ 抜粋 ) 

疾病、 傷害及び死因統計分類提要 (2003 年版 ) 第 3 巻索引 ( 案 ) 

注 :WHo 勧告文政 ぴ 日本適用案の 文中における、 追加、 変更 
等は 、 工銀により、 又 削除は取り消綜によって 示している。 

  No     w H O 勧 告 日 本 適 用 案 
  現 
行 改正の種類 

日本語訳の修正提 
案 

参照コードの 修正 

参照コードの 修正 

A-001@ Abnormal ， abnormality ， abnormalities@-see@also 異常 巳 常世 く abnomal ノ 一先天異常も 参照 異常 く abnomal ノ 一先天異常も 参照 
Anomaly 

-ape 血 lres,congenital,diap 血 agnu 亜 四ユ -  裂孔 ，先天 ( 性 ), 横隔膜 Q79 ユ -  裂孔 ，先天 ( 性 ), 横隔膜 Q79.0 

-@ heart - 心臓 - 心臓 

・ ， rate¨ECヽ00.8 -  -  率 NRC  RO0.8 - - 率 149.9 

    -《ecretion   - 分泌 - 分泌 
    

  、 -gas け ㎞ E16.4 - - ガストリン E16.4 - - ガストリン E16.8 参照コードの 修正 

  -｛rgans｛r》issues｛f｝el       s¨EC - 骨盤の臓器または 組織 NEc - 骨盤の臓器または 組織 NEc 

  -  ㎞ pregnancy  orch Ⅱ ldb ㎞ h  034.9   -- 妊娠または出産におけるもの 034.9   -- 妊娠または出産におけるもの 034.9   
  

    -a 血 ecl ㎞ g  fetus0rnewb0m  P03.8 

， -@-@causing@obstructed@labour@065.5 

  affecting@fetus@or@newbom@P03.I 

---sDec 苗 edNEC  034.8 

の
 
も
 
る
 
す
 
響
 
影
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 Ⅱ
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  -- 分娩停止の原因となるもの 065.5   -- 分娩停止の原因となるもの 065.5 
  

l-- 胎児または新生児に 影響するもの l -- 胎児または新生児に 影響するもの   

  

P03. 1 

  明示されたせ ，の NEC  034.8 

P03. 1 
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  No     
w H o 勧 告 日 本 適 用 案 現   

A-002@ Abscess       膿瘍       膿瘍       

    ， fascia｀72.8   -  筋膜 M72.8   -  筋膜 M60 ・。 参照コードの 修正 

A-003 Absence・ 欠損 く 欠如 ノく absence ノ ( 臓器、 器官また欠損 く 欠如 ノく absence ノ ( 臓器、 器官また 
は部 ( 分 ) )  ( 完全または一部、 部分的 )  は部 ( 分 ) )  ( 完全または一部、 部分的 ) 

A-004 

A-005 

A-006 

a 「 tery(congenital)(Perjpheral)0 四ユ 

ve 田 (Periphera@),,congenital 鐘ヱ 

l 一 動脈 ( 先天 ( 性 ) )  ( 末梢 ( 性 ) )  固 - 動脈 ( 先天 ( 性 ) )  ( 末梢 維 ) )  Q@ 照 コードの修正 l 
27.8 27. 9 

- 静脈 ( 末梢 ( 性 ) ) 先天 ( 性 ) . 且且 旦 - 静脈 ( 末梢 ( 性 ) ) 先天 ( 性 )  Q27.9  参照コードの 修正 

Abuse ¥H@f_]iiSL 

-ch Ⅱ ldW 屯 G  T74.9 一リ 巳 (/ 」ヘリ 巳 ) 冊 """ T74.9 ・ 

" 耶里 " 壁 
Acanthosis(acquired)(nigricans)L83 

  明示されたせ ，の NRC  T74.8 

美き 皮腫く 表皮肥厚 ( 症 ) > ( 後天， @)  ( 黒色 ) 
L83 

  

虐待 日本語訳の修正 提 

案 

-  見Ⅲ、 児 )  NEC  T74.8 参照項目、 コード   
の修正 

参照項目、 コード   

の 追加 

表皮 腫く 表皮肥厚 ( 症 ) > ( 後天性 @  ( 黒 
臼 )  L84 

-@tongue@K ・ 14.3 

  - 昔 K14.3   -  昔 K14.8 参照、 コードの修正 

Accessory@(congenita4   副 ( 先天 ( 性 ) ) 副 ( 先天 ( 性 ) ) 

    -boneN 旺 C  O 四 % 
  -  骨 NEC 上生 ユ   -  骨 NEC  Q79.9 参照コードの 修正 

    -vag ㎞ aQ 笘ユ   -  B@  Q52.1   -  膣 052.4 参照コードの 修正 

  
A-007@ Adhesions,@adhesive 癒着く adhesions ノ 、 癒着性 ( 感染後 ) 癒着く adhesions ノ 、 癒着性 ( 感染後 ) 

  -Jo ㎞ tM24.8   -  関節 M24,8   -  関節 M24.8 
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資料 4 

わが国への適用に 当たっての留意点について 

ANH0 が勧告した I CD 一 「 0 (2 0 0 3 年版 ) のわが国への 適用に当たっ 

ての留意点、 は次のとおりであ る。 

1 . わが国への適用に 当たっては、 原則、 勧告どおりの 適用とする。 

2. 勧告の内容 中 、 第「 巻 「総論」、 第 2 巻「内容例示」、 第 3 巻「索引」の 記 

述において整合性がとれていない「 Fl0 一 「 19 精神作用物質使用による 精神お 

よび行動の障害」については、 誤りの部分を 削除、 修正して適用する。 

    次の項目については、 法令の改正等により 項目名を変更する 可能性があ る。 

(1) 精神分裂病 ～ 統合失調症 

(2) 痴呆 づ 認知 症 

(3) その他 

4. 索引については、 日本でよく用いられている 病名で補充の 必要があ る場合 

には補充について 検討する。 



資料 5 

提要第 2 巻内容例示、 葦 別担当者 ( 案 ) 

土日十 土日午 題 目 

第 I 章 感染症及び寄生虫症 (A00 缶 99) 

第 Ⅱ 章 新生物 (C00 叩 48) 

第 m 章 血液及 び 造血器の疾患並びに 免疫機構の障害 (D50 巾 89) 

第 W 章 内分泌、 栄養及び代謝疾患、 に 00 千 90) 

第 V 章 精神及び行動の 障害㏄ 00 ヰ 99) 

第 W 章 神経系の疾患、 (G00-Ggg) 
  

第 W 章 

第 Ⅷ 章 

第 Ⅸ 章 

第 X 章 

第 XI 章 

第 X Ⅱ 章 

第 X 皿章 

第 XIV 章 

第 XV 章 

第 XVI 章 

第 XW 章 

第 x Ⅷ 章 

第 X Ⅸ 章 

第 XX 章 

第 XX  I 章 

第 XX Ⅱ 章 

眼及び付属器の 疾患 (H00 千 59) 

耳及び 乱 用突起の疾患 (H60 千 95) 

循環器系の疾患、 (10 Ⅱ 99) 

呼吸器系の疾患、 ㏄ 00-J99) 

消化器系の疾患 

皮膚及び皮下組織の 疾患と 00%99) 

筋骨格系及び 結合組織の疾患， (M00 Ⅲ 99) 

尿路性器系の 疾患 (N00%99) 

妊娠、 分娩及び 産 じょくく 褥ノ (00 Ⅰ 099) 

周産期に発生した 病態 (P0 叶 P96) 

先天奇形、 変形及び染色体異常 (Q0 ト Q99) 

症状、 徴候及び異常臨床所見・ 異常検査所見で 他に分類さ 
れないもの (ROO-Rgg) 

損傷、 中毒及びその 他の外因の影響 (SOO-T98) 

第 20 章傷病及び死亡の 外因 (V0 ト Y98) 

健康状態に影響を 及ぼす要因及び 保健サービスの 利用 
(zoo-Z99) 

牛 寿克 朱 コード (UOO-Ugg) 

担当委員名 

堀江委員， 
北村 ( 聖 ) 委員 

北島委員・ 

藤原委員 

北村 ( 聖 ) 委員・ 
北島委員 

名和田委員・ 
藤原委員 

飯森委員・ 

勝又委員 

有名田委員・ 
嘉山委員 

増田委員 

加我 委員 

北村 ( 惣 ) 委員、 
永井委員 

堀江委員 

菅野委員・ 

藤原委員 

飯島委員 

有名田委員， 
田中委員 

黒川委員 

落合委員 

松尾委員・ 

柳沢委員 

松尾委員・ 

柳沢委員 

勝又委員・ 

嘉山委員 

勝又委員   

山本委員 

田中委員、 
山本委員 

大江委員、 
北村 ( 聖 ) 委員 

北村 ( 惣 ) 委員・ 
山本委員 



資料 6 

疾病、 傷害及び死因の 統計分類の告示表現の 改正について ( 案 ) 

以下の改正案は、 ICD-DA ( 歯科学友 ぴ 口腔科学への 適用 ) 、 ICD-NA ( 神経疾患への 適用 ) 

専門委員会からの 意見によるものであ る。 

コード l 現行告示における 表現 改 正 案 

A50.0 

A50.5 

A69.0 

B02 

B08.4 

B2L.7 

coo.0 

coo.1 

c00.2 

c04 

c04.0 

c04.1 

c  1I 

c  nl.1 

enl.3 

c  14 

8
8
 
 
 

4
l
 
ア
 Ⅰ
Ⅰ
ー
 

上
 

Ⅰ
 
乙
 
2
 

C
C
C
 

8
 
4
6
 

 
 

C26.8 

C3I.l 

C31.8 

C32.8 

C38.8 

C39 

早期先天梅毒、 顕 性 

その他の晩期先天梅毒， 顕性 

えく 壊ノ疽性 潰瘍性口内炎 

その他および 部位不明の舌の 悪性新生 

物 

発疹を伴 うェ ンテロウイルス 性水痘 性 

口内炎 

多発悪性新生物を 起こした 田 V 病 

外 ( 例 ) 上唇 

外 ( 側 ) 下唇 

外 ( 例 ) 口唇 

口腔底の悪性新生物 

前部口腔店 
側 部 口腔 底 

鼻く上ノ 咽頭の悪性新生物 

臭 く上ノ 咽頭後室 

臭 く 上ノ 咽頭前壁 

その他および 部位不明の口塵、 口腔お 

よび咽頭の悪性新生物 

口唇、 口腔および咽頭の 境界部病巣 

直腸、 肛門および肛門管の 境界部病巣 

その他および 部位不明の胆道の 悪性新 

生物 

胆道の境界部病巣 
その他および 部位不明確の 消化器の悪 

性新生物 

消化器系の境界都病巣 

節骨 洞く 蜂巣 ノ 

副鼻腔の境界部病巣 

喉頭の境界部病巣 
心臓、 縦隔および胸膜の 境界部病巣 

その他および 部位不明確の 呼吸器系お 

よび胸腔内臓器の 悪性新生物 

早期先天梅毒、   顕   症 
その他の晩期先天梅毒、   顕   症 
えく 壊ノ 死中生 ; 貴瘍ャ 生口内炎 

舌 のその他および 部位不明の悪性新生物 

発疹を伴 うェ ンテロウイルス 性小水 疽 佳 

口内炎 

多発性の悪性新生物を 起こした 田 V 病 

外側上唇 一 

外側下唇 一 

外側口唇 一 

口 ( 腔 ) 底の悪性新生物     
上 咽頭の悪性新生物   
上 咽頭後 壁   
上 咽頭前壁   
口唇、 口腔および咽頭のその 他および部位 

不明の悪性新生物 

口唇、 口腔および咽頭の 境界部 

直腸、 肛門および肛門管の 境界部 

胆道のその他および 部位不明の悪性新生物 

胆道の境界部 
消化器のその 他および部位不明確の 悪性新 

生物 

消化器系の境界部 

節骨 洞 

副鼻腔の境界部 
喉頭の境界部 

心臓、 縦隔および胸膜の 境界部 

呼吸器系および 胸腔内臓器のその 他および 

部位不明確の 悪性新生物 

  l - 



  現行告示における 表現 改 正 案 
    

8
 
9
l
 

 
 

C41.8 

(C43- 

C44) 

C47.8 

C49,8 

C5l.- 

C53.- 

C57 玉 

C63.8 

C68.8 

(C69- 

72) 
C71.8 

C72 

C72.8 

C83.7 

C84.0 

C90 

呼吸器および 胸腔内臓器の 境界部病巣 

その他および 部位不明確の 骨および関 

節軟骨の悪性新生物 

音 および関節軟骨の 境界部病巣 

皮膚の黒色腫およびその 他の悪性新生 

物 

末梢神経および 自律神経系の 境界部 病 

集 

結合組織および 軟部組織の境界部病巣 

外陰の悪性新生物 

子宮 頸 ( 部 ) の悪性新生物 

女性性器の境界部病巣 

男性性器の境界部病巣 

泌尿器の境界部病巣 

眼 、 脳 および中枢神経系のその 他の部 

位の悪性新生物 

脳の境界部病巣 

脊髄、 脳神経および 中枢神経系のその 

他の部位の悪性新生物 

脳 およ ぴ 中枢神経系のその 他の部位の 

境界部病巣 
バ ー キット く Burkit ノ リンパ腫 

菌状息 肉病 

多発性骨髄腫および 悪性形質細胞腫瘍 

C94   
その他の細胞型の 明示された白血病 

D  l0 ・ 2 

D  l7 

D  18.- 

D23.3 

D35.8 

D36 

D44.8 

D48.9 

D68.0 

1
2
 

 
 

口腔 底 

良性脂肪腫性新生物 ( 脂肪腫を含む ) 

血管腫およびリンパ 管腫、 各部位 

その他および 部位不明の顔面の 皮膚 

他腺 併発 

その他および 部位不明の良性新生物 

他腺 併発 

性状不詳または 不明の新生物、 詳細不 

詳 

フオンウィレブランド く Von 

wllhrand ノ病 

多 ( 形 ) 核 好中球機能障害 

その他の大きな 欠陥に関連する 免疫不 

全症 

呼吸器および 胸腔内臓器の 境界部 

首および関節軟骨のその 他および部位不明 

の悪性新生物 

音 および関節軟骨の 境界部 

黒色腫およびその 他の皮膚の悪性新生物 

末梢神経および 自律神経系の 境界部 

結合組織および 軟部組織の境界部 

外陰部の悪性新生物 一 

子宮頸部の悪性新生物 
女性性器の境界部 

男性性器の境界部 
泌尿器の境界部 

眼 、 脳 およびその他の 中枢神経系の 部位の 

悪性新生物 

脳の境界部 

脊髄、 脳神経およびその 他の中枢神経系の 

部位の悪性新生物 

脳 および中枢神経系のその 他の部位の境界 

部   
バ ー キット く Burk 血ノ 腫瘍 

菌状息 内定 く腫ノ 

多発性骨髄腫および 悪性形質細胞性悪性 新 

生物 
細胞型の明示されたその 他の白血病 

口 ( 腔 ) 底 

良性脂肪細胞体新生物 ( 脂肪腫を含む ) 

血管腫およびリンパ 管腫、 全ての部位 

その他の部位および 部位不明の顔面の 皮膚 

複数の内分泌腺 

その他の部位および 部位不明の良性新生物 

複数の内分泌腺 

性状不詳または 不明の新生物、 部位不明 

フオン ウくウノィリ ブランド く ト ン 

く VonW Ⅲ brmd ノ病 

多形 核 好中球機能障害 

その他の大きな 欠損に関連する 免疫不全症 

  2 - 



コ - ド   現行告示における 表現 改 正 案 

E22.2  抗 利尿ホルモン 不適合分泌症候群 ADH 分泌過剰 ( 異常 ) 症候群 

く S 仇 DH  ノ 
E61  その他の栄養性元素欠乏症 その他の栄養素欠乏症 
E70 ． 0  古典的フェニルケトン 尿症 古典型フェニルケトン 一 尿症 

E80 ． 0  遺伝性赤芽球増殖性ポルフィリン 症 遺伝性赤血球生成性ポルフィリン 症 

E89  処置後内分泌および 代謝異常、 他に分 治療後内分泌および 代謝異常、 他に分類 

類されないもの されないもの 

G24.5  眼瞼けいれ 々 く痙掌ノ 眼瞼 筆縮 

G37.5  同心性硬化症 [ バロ ーく Babo ノ ] 同 l む 月性硬化症 一 [ バロ ーく Babo 月 

G40 ・ 3  全身性特発性てんかんなよびてんかん 全般性特発性てんかんなよ び てんかん ( 性 ) 

( 性 ) 症候群 症候群 

G40 ・ 4  その他の全身性てんかんおよびてんか その他の全般性てんかんなよ び てんかん 

ん ( 性 ) 症候群 ( ャ生 ) @ 候群 
G43.2  片頭痛持続状態 片頭痛発作重責状態 

G46.5 純 運動 ( 性 ) 多発性 小 梗塞く さクホン 純 運動 ( 性 ) 多発性 小 梗塞く さク ナノ症候 

症候群 群 

G46.6 鈍感覚 ( 性 ) 多発性 小 梗塞く さクホン 純 感覚 ( 性 ) 多発性 小 梗塞く さク ナノ症候 

症候群 群 

G46.7  その他の多発性 小 梗塞く さクネ、 ノ 症候 その他の多発性 小 梗塞く さク ナノ症候群 

群 

G51.3  間代性一例 性 顔面けいれん く痙掌ノ 間代性片側顔面 筆縮     
H65.3 慢性 ム コイド中耳炎 慢性粘液性中耳炎 

H71.0  中耳真珠 腫 ( 症 ) 中耳真珠 腫 

Hg0 ． 6  両側性混合性難聴 両側性混合難聴 
Hg0 ・ 7  一 例性 混合性難聴、 反対側の聴力障害 一例 性 混合難聴、 反対側の聴力障害を 伴わ 

を 伴わないもの ないもの 

Hg0 ． 8  混合性難聴、 詳細不明 混合難聴、 詳細不明 

H95.0  乳 空洞創開術後腔の 再発性真珠 腫 ( 症 )  乳 空洞 削開 術後腔の再発性真珠 腫 

K04  歯髄および 根尖 歯周組織の疾患 歯髄および 根尖 周囲組織の疾患 

K04.6  上顎 洞に 関係のあ る根矢周囲腫瘍 痩 ( 孔 ) を伴 う根尖 周囲腫瘍 

K04.7  上顎 洞に 関係のない 根尖 周囲腫瘍 痩 ( 孔 ) を伴わない 根尖 周囲腫瘍 

K08.2  無菌類堤の退縮 無菌類堤の萎縮 
Kl2.1  口内炎のその 他の型 その他の型の 口内炎 

K13.3  百手性白板庇 七棟白板 症 

K13.5  口腔の粘膜下線維症 口腔粘膜下線維症 

1,03  蜂巣炎 蜂巣炎 く 蜂窩織炎 ノ 

  づ - 



コ - ド 現行告示における 表現 改 正 案 

M33  皮膚 ( 多発性 ) 筋炎 皮膚多発性筋炎 

M40 ． 3  手背症候群 ( 扁 ) 平茸症候群 

M62.0  節雄 断 筋 難解 

(Q35  等 一 % Ⅱ 生 片側性   
多数 ) 

004.4 視 ( 神経 ) 中隔形成異常 中隔視神経形成異常 ( 症 ) 

Q06.2  分裂脊髄 ( 症 ) く 脊髄 ( 正中 ) 離間 ノ 割髄症く 分裂脊髄 ( 症 ) ノく 脊髄 ( 正中 ) 
離間 ノ 

Q18.1  先天性 耳痩孔 先天性 耳 ろうく 痩ノ孔 とのうく 嚢ノ胞 

Q75.3 巨頭 ( 蓋 ) 症 大 ( 三 ) 頭 ( 蓋 ) 症 

Q80 ・ 1 伴 性急りんせん く鱗癬ノ X 連鎖性 焦 、 りんせん く鱗癬ノ 

Q86.0  胎児アルコール 症候群 ( 異形成 ) 胎児アルコール 症候群 ( 異形性 ) 

Q86.2  ワーファリンによる 異形 ( 態 ) . 症 ワーファリンによる 奇形または形態異常 

095.4  マーカーヘテロクロマチン 染色質を伴 マーカーヘテロクロマチンを 伴う個体 

う 個体 
Q96.4  モザイク、 4 5 、 X/ 性染色体異常を モザイク、 45 、 X Ⅰ性染色体異常を 伴 う 

伴 う その他の細胞系列 その他の細胞系 

Q97.2  モザイク、 ネ 重々の X 染色体を持つ 細胞 モザイク、 ネ 重々の X 染色体数を持つ 一 細胞 

系列 系列 

Q99.2  ぜい く 脆ノ弱 X 染色体症候群 ぜい く 脆ノ弱 X 染色体 

R04.1  咽喉出血 咽喉部くの どノ 出血 

R44  会話 三三音 ⅡⅠⅠ 

S02.5  歯の骨折 歯 の 破折 

544.6  肩 及 び 上腕の皮膚知覚神経損傷 肩及び上腕の 皮膚感く 知ノ覚 神経損傷 

554.3  前腕の皮膚知覚神経損傷 前腕の皮膚感く 知ノ覚 神経損傷 

574.2  股関節部及び 大腿の皮膚知覚神経損傷 股関節部及 び 大腿の皮膚感く 先ノ覚 神経 損 

傷 

584.2  下腿の皮膚知覚神経損傷 下腿の皮膚感く 知ノ覚 神経損傷 

594.3  足首及 び 足の皮膚知覚神経損傷 足首及 び 足の皮膚感く 知ノ覚 神経損傷 

手首及 び 手の損傷 手 関節部及び手の 損傷 

S69) 

足首及 び 足の損傷 足関節部及び 足の損傷 

S94.9) 

T70 ． 0  耳の気圧性外傷 耳 気圧外傷 

Y52.1  カルシウムチャンネル 拮抗薬 カルシウムチャン ネ、 ル 遮断薬 

(1 真日多 病巣 病変 
数 ) 
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